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[6] Lysak, R. L., Y. Song, C. L. Waters, M. D. Sciffer and Y. Obana (2020), 'Numerical Investigations of 
Interhemispheric Asymmetry due to Ionospheric Conductance', J. Geophys. Res. - Space Physics, 
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Y. Obana (2019), Statistical Study of Selective Oxygen Increase in High-Energy Ring Current Ions during 
Magnetic Storms, J. Geophys. Res. - Space Physics., https://doi.org/10.1029/2018JA026168.  

 
[10] Nose, M., A. Matsuoka, A. Kumamoto, Y. Kasahara, J. Goldstein, M. Teramoto, F. Tsuchiya, S. Matsuda, M. Shoji, 

S. Imajo, S. Oimatsu, K. Yakamoto, Y. Obana, R. Nomura, A. Fujimoto, I. Shinohara, Y. Miyoshi, W. S. Kurth, C. 
A. Kletzing, C. W. Smith, and R. J. MacDowall (2018), Longitudinal structure of oxygen torus in the inner 
magnetosphere: Simultaneous observations by Arase and Van Allen Probe A. Geophysical Research Letters, 45. 
https://doi.org/10.1029/ 2018GL080122.  

 
[11] Clilverd, Mark A., Craig J. Rodger, James B. Brundell, Michael Dalzell, Ian Martin, Daniel H. Mac Manus, Neil 

https://doi.org/10.1186/s40623-024-01990-0
https://doi.org/10.1029/2020JA029073
https://doi.org/10.1186/s40623-020-01235-w
https://doi.org/10.1029/2020SW002494
https://doi.org/10.1029/2020JA027866
https://doi.org/10.1029/2019SW002387


- 2 - 
 

R. Thomson, Tanja Petersen, and Yuki Obana (2018). 'Long-lastinggeomagnetically induced currents 
andharmonic distortion observed in New Zealand during the 7-8 September 2017 disturbed period', Space 
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Nakamura, M. Kikuchi, M. Kagitani, S. Okano, K. Shiokawa, and W. Miyake (2010), "Telescope of Extreme 
Ultraviolet Boarded on KAGUYA: Science from the Moon", Advances in Geosciences, 19, 109–121, 
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[19] Yoshikawa, I., G. Murakami, G. Ogawa, K. Yoshioka, Y. Obana, M. Taguchi, A. Yamazaki, S. Kameda, M. 
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[5] 尾花由紀 and 松緒翔伍, '磁気圏対流の発達に伴う内部磁気圏プラズマ密度の異常増加 Steep increase in plasma 

mass density associated with growth of magnetospheric convection', 大阪電気通信大学研究論集（自然科学篇）第
47 号, 33-44, 2012. 

 
 
４．紀要等（査読なし） 
 
[1] 原田融, 尾花由紀 (2019), '高密度天体の内部構造の数値シミュレーションと計算コードの開発', 大阪電気通信大学

エレクトロニクス基礎研究所 Activity Report 2018 (VOL.29).  
 

[2] 尾花由紀, 才田聡子 (2019), 'Middlemarch 観測点における地磁気データのリアルタイム送信化', 大阪電気通信大学
エレクトロニクス基礎研究所 Activity Report 2018 (VOL.29). 



- 4 - 
 

 
[3] Obana, Y., Y. Hirano, A. Fujimoto, T. Kimura, M. Shinohara, and K. Yumoto (2006), 'Development of data 

acquisition system and argorithm to estimate solar wind velocity from Pc 5 INDEX', 2005 Annual Report of 
Venture Business Laboratory, Kyushu University, pp. 95-100. 
 

[4] Obana, Y., H. Kohta, A. Yoshikawa, and K. Yumoto (2005), 'Monitoring of the geospace environment using 
magnetic field data from MAGDAS system', 2004 Annual Report of Venture Business Laboratory, Kyushu 
University, pp. 93-98. 

 
 
５．解説（査読なし） 
[1] 尾花由紀 (2021), ‘あらせ衛星 RBSP 衛星の同時共役観測によるプラズマ圏緯度方向の密度構造の解明’, 宇宙科学研

究所(ISAS)ニュース. 
 
[2] 尾 花 由 紀 (2020), ‘ プ ラ ズ マ 圏 の 極 端 縮 小 の な ぞ に 迫 る ’, IUGONET 論 文 ・ 研 究 事 例 解 説 , 

http://www.iugonet.org/publication/result.jsp 
 
[3] 尾花由紀 (2015),  '地球近傍宇宙空間における大気からのイオン流出入～プラズマ圏の観測成果と社会的意義～', 

大阪電気通信大学エレクトロニクス基礎研究所 ACTIVITY REPORT 2015 (VOL.26). 
 
 
 C 著書  

 
１．教科書等 
[1] 「地学実験指導書」大阪電気通信大学 教職課程（理科） 2010-2021 年度. 
 
[2] 「物理学実験指導書」大阪電気通信大学 数理科学教育研究センター 2011-2021 年度. 
 
[3] 「基礎サイエンス実験指導書」大阪電気通信大学 基礎理工学科 2013-2015 年度. 
 
[4] 「サイエンス実験指導書」大阪電気通信大学 基礎理工学科 2016-2021 年度. 
 

 

 D 学会等における発表   

 
１．国際学会発表  
[1] Nozomu Nishitani, Tomoaki Hori, Keisuke Hosokawa, Atsuki Shinbori, Yuki Obana, Mariko Teramoto, Shiokawa 

Kazuo and Ryuho Kataoka, 'Low-latitude auroral activity and ionospheric convection – their dependence on 
geomagnetic storm activity', AGU25 11-19 December 2025 (16 Dec, Oral), AGU Fall Meeting, New Orleans, LA, 
USA. 
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S.-Y. Wang, S. W. Y. Tam, C.-W. Jun, and I. Shinohara, 'Initial results of the Fall 2023 SuperDARN-Arase 
conjunction campaign: subauroralpolarization streams wave structure (SAPSWS)', 2-6 June 2025 (4 June, Oral), 
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 E 科研費等の競争的資金の取得状況  

 
１．科学研究費補助金（研究代表者） 
[1] 基盤研究(B), 「プラズマ圏極端収縮時の放射線帯消失の撮像」, 2019 年 4 月-2024 年 3 月, 6,600,000 円 (H31), 2,000,000

円 (R2), 1,700,000 円 (R3), 1,700,000 円 (R4), 1,700,000 円 (R5). 
 
[2] 若手研究(B), 「新しい地上観測ネットワークによる 1/4 波長モード定在アルフヴェン波の観測」, 2012 年 4 月-2014 年

3 月, 1,600,000 円 (H24), 900,000 円 (H25) ,900,000 円 (H26). 
 
 
２．科学研究費補助金（研究分担者） 
[1] 基盤研究(B), 「衛星多点観測と計算機シミュレーションによる内部磁気圏のイオン組成変化要因の探究」, 2016 年 4

月-2018 年 3 月. 
 
[2] 基盤研究(B), 「深内部磁気圏における高エネルギーイオン生成・輸送機構とそのイオン種依存性の解明」, 2013 年 4

月-2015 年 3 月. 
 
 
３．科学研究費補助金（連携研究者） 
[1] 特別推進研究「地上多点ネットワーク観測による内部磁気圏の粒子・波動の変動メカニズムの研究」,2016 年 4 月-2021

年 3 月. 
 
 
４． その他の学外研究助成金（研究代表者） 
[1] 令和 8 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「国際共同研究」, 「ニュージーランドおよび太平洋地域の地磁気観測と

あらせ衛星観測を用いたプラズマ圏動態と対流電場の比較研究」, 413 ,000 円. 
 

[2] 令和 8 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「データベース作成共同研究」, 「ニュージーランド地磁気・オーロラ光
学観測のデータベース整備」, 364 ,000 円. 
 

[3] 令和 7 年度 京都大学生存圏研究所「研究集会(生存圏シンポジウム)」, 「ジオスペースの低エネルギープラズマ研究
集会」, 100,000 円. 
 

[4] 令和 7 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「国際共同研究」, 「ディープラーニングによる新しい磁気圏擾乱プロセ
スモデルの構築」, 517,000 円. 
 

[5] 令和 7 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「国際共同研究」, 「ニュージーランドおよび太平洋地域の地磁気観測デ
ータを用いたプラズマ圏密度と電離圏電場の比較研究」, 403 ,000 円. 
 

[6] 令和 7 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「データベース作成共同研究」, 「ニュージーランド地磁気・オーロラ光
学観測のデータベース整備」, 364 ,000 円. 

 
[7] 令和 7 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「研究集会」, 「ジオスペースの低エネルギープラズマ研究集会」, 132,000

円. 
 

[8] 令和 6 年度 京都大学生存圏研究所「研究集会(生存圏シンポジウム)」, 「ジオスペースの低エネルギープラズマ研究
集会」, 90,000 円. 
 

[9] 令和 6 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「国際共同研究」, 「ディープラーニングによる新しい磁気圏擾乱プロセ
スモデルの構築」, 400,000 円. 
 

[10] 令和 6 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「研究集会」, 「ジオスペースの低エネルギープラズマ研究集会」, 133,000
円. 
 

[11] 令和 5 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「国際共同研究」, 「ディープラーニングによる新しい磁気圏擾乱プロセ
スモデルの構築」, 382,000 円. 
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[12] 令和 5 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「研究集会」, 「ジオスペースの低エネルギープラズマ研究集会」, 137,000

円. 
 

[13] 令和 4 年度 京都大学生存圏研究所「研究集会(生存圏シンポジウム)」, 「プラズマ圏の観測とモデリング」研究集会, 
90,000 円. 
 

[14] 令和 4 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「国際共同研究」, 「機械学習を用いた磁力線共鳴振動周波数の自動同定
とプラズマ圏長期モニタリング」, 420,000 円. 
 

[15] 令和 4 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「研究集会」, 「プラズマ圏の観測とモデリング」研究集会, 140,000 円. 
 

[16] 令和 3 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「国際共同研究」, 「機械学習を用いた磁力線共鳴振動周波数の自動同定
とプラズマ圏長期モニタリング」, 496,000 円. 
 

[17] 令和 3 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「研究集会」, 「プラズマ圏の観測とモデリング」研究集会, 221,000 円. 
 

[18] 令和 2 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「国際共同研究」, 「機械学習を用いた磁力線共鳴振動周波数の自動同定
とプラズマ圏長期モニタリング」, 427,000 円. 
 

[19] 令和 2 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「研究集会」, 「プラズマ圏の観測とモデリング」研究集会, 196,000 円. 
 

[20] 平成 31 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「国際共同研究」, 「機械学習を用いた磁力線共鳴振動周波数の自動同定
とプラズマ圏長期モニタリング」, 472,000 円. 

 
[21] 平成 31 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「研究集会」, 「プラズマ圏の観測とモデリング」研究集会, 213,000 円. 
 
[22] 平成 30 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「研究集会」, 「プラズマ圏の観測とモデリング」研究集会, 171,000 円. 
 
[23] 平成 30 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「国際共同研究」, 「プラズマ圏質量密度の長期モニタリングと経度比較

研究」, 407,000 円. 
 
[24] 平成 29 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「研究集会」, 「プラズマ圏の観測とモデリング」研究集会, 320,000 円. 
 
[25] 平成 29 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「国際共同研究」, 「プラズマ圏質量密度の長期モニタリングと経度比較

研究」, 605,000 円. 
 
[26] 平成 28 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「研究集会」, 「プラズマ圏の観測とモデリング」研究集会, 300,000 円. 
 
[27] 平成 28 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「国際共同研究」, 「プラズマ圏質量密度の長期モニタリングと経度比較

研究」, 584,628 円. 
 
[28] 平成 27 年度 名古屋大学太陽地球環境研究所「共同研究」, 「地磁気と北海道-陸別 HF レーダーを含む SuperDARN

データを用いた 1/4 波長モード波の観測, (定まった配分額なし(10 万円程度)). 
 
[29] 平成 26 年度 名古屋大学太陽地球環境研究所「共同研究」, 「地磁気と北海道-陸別 HF レーダーを含む SuperDARN

データを用いた 1/4 波長モード波の観測, (定まった配分額なし(10 万円程度)). 
 
[30] 平成 26 年度 名古屋大学太陽地球環境研究所「地上ネットワーク観測大型共同研究」, 「衛星-地上同時観測による

昼夜境界領域の ULF 脈動構造の研究」, 330,000 円. 
 
[31] 平成 25 年度 名古屋大学太陽地球環境研究所「地上ネットワーク観測大型共同研究」, 「衛星-地上同時観測による

昼夜境界領域の ULF 脈動構造の研究」, 378,000 円. 
 
[32] 平成 25 年度 名古屋大学太陽地球環境研究所「共同研究」, 「地磁気と北海道-陸別 HF レーダーデータを用いた 磁

力線共鳴振動モード遷移の観測」, (定まった配分額なし(10 万円程度)). 
 
[33] 平成 25 年度 国立極地研究所共同研究, 「地磁気と SuperDARN データによる磁力線共鳴振動同時観測手法の開発研

究」, 97,000 円. 
 
[34] 平成 24 年度 名古屋大学太陽地球環境研究所「共同研究」, 「地磁気と北海道-陸別 HF レーダーデータを用いた 磁
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力線共鳴振動モード遷移の観測」, (定まった配分額なし(10 万円程度)). 
 
[35] 平成 24 年度 名古屋大学太陽地球環境研究所「地上ネットワーク観測大型共同研究（重点研究）」, 「ニュージーラ

ンド地磁気観測網における地磁気ベクトルデータを用いた 1/4 波長モード磁力線共鳴振動の研究」, 5,000,000 円. 
 
[36] 平成 24 年度 国立極地研究所共同研究, 「地磁気と SuperDARN データによる磁力線共鳴振動同時観測手法の開発研

究」, 115,000 円. 
 
[37] 平成 23 年度 名古屋大学太陽地球環境研究所「地上ネットワーク観測大型共同研究」, 「新しい中緯度共役点地磁気

観測網の構築による磁力線共鳴振動高調波と 1/4 波長モード波の詳細観測研究」, 690,000 円. 
 
[38] 平成 23 年度 名古屋大学太陽地球環境研究所「共同研究」, 「地磁気と北海道-陸別 HF レーダーデータを用いた 磁

力線共鳴振動モード遷移の観測」, (定まった配分額なし(10 万円程度)). 
 
[39] 平成 23 年度 国立極地研究所共同研究, 「地磁気と SuperDARN データによる磁力線共鳴振動同時観測手法の開発研

究」, 60,000 円. 
 
[40] 平成 22 年度 名古屋大学太陽地球環境研究所「地上ネットワーク観測大型共同研究」, 「磁力線共鳴振動高調波と 1/4

波長モード波観測のための新しい地磁気観測網の構築に向けた予備観測研究」,730,000 円. 
 
 
５．その他の学外研究助成金（研究分担者） 
[1] 令和 2 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所「国際共同研究」, 「シューマン共鳴多点観測による雷活動・電離圏変の

調査 シューマン共鳴多点観測による雷活動・電離圏変の調査」. 
 

[2] 平成 25-26 年度 名古屋大学太陽地球環境研究所所内データベース作成共同研究, 「STEL 地磁気データベースのア
ーカイブ」 

 
 
 
６．学内の競争的研究助成金（研究代表者） 
[1] 令和７年度 国際宇宙惑星環境研究センター(i-SPES)共同利用および共同研究, 「多点観測による深部磁気圏における

磁気圏-電離圏結合過程とエネルギー階層間結合の解明」, 292,000 円. 
 

[2] 2017-2018 年度エレクトロニクス基礎研究所「特定共同研究費」, 「地磁気データのリアルタイム送受信システムの開
発」, 2,500,000 円 (2017), 2,500,000 円 (2018). 

 
[3] 2011 年度スタートアップ研究費, 配分額：1,449,000 円. 
 
 
７．学内の競争的研究助成金（研究分担者） 
[1] 2019 年度エレクトロニクス基礎研究所「共同研究推進費」, 「宇宙・銀河系・太陽系の形成から探る階層構造の研究」, 

350,000 円. 
 
[2] 2016 年度エレクトロニクス基礎研究所「共同研究推進費」, 「天文学的スケールから量子論的スケールにおける電磁

気現象の研究」, 980,000 円. 
 
 
 F その他  
１． 所属学協会およびその活動 

 
所属学協会 
[1] 2002 年-現在 地球電磁気・地球惑星圏学会 

 
[2] 2009 年-現在 日本地球科学連合 

 
[3] 2001 年-現在 American Geophysical Union 
 
 
学会役員等 
[1] 2023 年 10 月 - 現在  International Association of Geomagnetism and Aeronomy (IAGA) Division III – 
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Magnetospheric Phenomena, Working Group ULF wave Co-Chair. 
 

[2] 2021 年 5 月-現在 日本学術会議電気電子工学委員会 URSI 分科会プラズマ波動（H）小委員会委員 
 

[3] 2018 年 4 月-2020 年 9 月 日本学術会議電気電子工学委員会 URSI 分科会プラズマ波動（H）小委員会委員 
 

[4] 2013 年 4 月-2015 年 3 月 地球電磁気・地球惑星圏学会 第 27 期運営委員 
 

[5] 2011 年 4 月-2013 年 3 月 地球電磁気・地球惑星圏学会 第 26 期運営委員 
 

[6] 2011 年 4 月-2013 年 3 月 地球電磁気・地球惑星圏学会 アウトリーチ部会員 
 

[7] 2020 年 5 月-現在 地球電磁気・地球惑星圏学会 ダイバーシティ推進ワーキンググループ 
 

[8] 2011 年 4 月-2020 年 5 月 地球電磁気・地球惑星圏学会 男女共同参画提言ワーキンググループ 
 
 
２．研究会等の企画・開催 
[1] R7 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会「ジオスペースの低エネルギープラズマ研究集会」2026 年 3 月 9-

11 日, 九州大学伊都キャンパス, 福岡. 
 

[2] R6 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会「ジオスペースの低エネルギープラズマ研究集会」2025 年 3 月 19-
21 日, 九州大学西新プラザ, 福岡. 
 

[3] R5 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会「ジオスペースの低エネルギープラズマ研究集会」2024 年 2 月 5 日, 
九州大学西新プラザ, 福岡. 
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